
学位プログラム：生物工学　カリキュラムマップ（工学研究科生物工学専攻）

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

○ ○

人類社会の安定と福利に広く貢献
できる豊かな人格と教養、倫理観
を身につけている。自然現象を原
子・分子レベルのミクロな立場か
ら理解し、基本的なメカニズムを
幅広い視野に立って工学的に応用
することができる。

人類社会の安定と福利に広く貢献できる
豊かな人格と教養、高度な倫理観を身に
つけている。・自然現象を原子・分子レ
ベルのミクロな立場から高度に理解し、
基本的なメカニズムを幅広い視野に立っ
て工学的に応用することができる。

○

物理学、化学、生物学、化学工
学、情報科学の幅広くかつ深い理
解のもと、様々な生物のもつ本質
的なシステムとその動作原理を理
解し、工学的に応用することがで
きる。

○

・生物工学によって生み出された
物質・技術を、高い英語力、自己
表現能力により、国際科学誌への
掲載、国際学会での発表などによ
り国際社会に発信することができ
る。

生物工学（バイオテクノロジー）分野の
グローバルリーダーとして人類社会の安
定と福利に広く貢献できるために、生物
工学によって生み出された物質・技術
を、高い英語力、自己表現能力により、
国際科学誌への掲載、国際学会での発表
などにより高度に国際社会にて発信する
ことができる。

○ ○

遺伝子から生態に至るまでの生物
科学の基礎的知識を体系的に理解
し、工学的に応用することができ
る。物理学、化学、生物学、化学
工学、情報科学の幅広くかつ深い
理解のもと、様々な生物のもつ本
質的なシステムとその動作原理を
理解し、工学的に応用することが
できる。

遺伝子から生態に至るまでの生物科学の
基礎的知識を体系的に理解し、工学的に
高度に応用することができる。物理学、
化学、生物学、化学工学、情報科学の幅
広くかつ深い理解のもと、様々な生物の
もつ本質的なシステムとその動作原理を
理解し、新たな分野を開拓・展開し、工
学的に高度に応用することができる。

○ ○ ○

・生物工学分野の工学的体系
化と応用を通して、他分野と
の連携・協働をおこない、最
先端バイオテクノロジーに応
用することができる。
・生物工学分野について自ら
設定した課題について、研究
手法をデザインし、さらに発
展させることができる。

・生物工学分野の工学的体系化と応用を
通して、他分野との連携・協働をおこな
い、最先端バイオテクノロジーに高度に
応用することができる。
・ 生物工学分野について自ら設定した課
題について、研究手法をデザインし、さ
らに高度に発展させることができる。
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1年 2年 1年

博士前期課程学習目標 博士後期課程学習目標

2年 3年

生命先端工学特論I

ゲノム機能工学

生命環境システム工学特論

生命工学

生物化学工学特論

細胞製造論

分子微生物学

生物資源工学A, B
微生物学特論A, B

ナノバイオテクノロジー特論A, B
細胞動態学A, B
細胞工学特論A, B

工学英語I

バイオテクノロジー特論

生物機能工学特論I
生命反応工学特論I

生物工学ゼミナールI 生物工学ゼミナールII

生物工学実験 生命先端工学特論II

工学英語II

海外フィールドスタディS

生物機能工学特論II
生命反応工学特論II

生物工学ゼミナールIII

生物工学ゼミナール 生物工学ゼミナールV 生物工学ゼミナール 生物工学ゼミナール 生物工学ゼミナール海外フィールドスタディ

研究指導

研究指導

専門教育科目 高度国際性涵養教育科目高度教養教育科目 専門教育科目＋高度国際性涵養教育科


